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【記入上のお願い】

１．特にことわりのないかぎり、平成１７年４月１日現在の状況についてご記入ください。

２．記入の終わった調査票は、同封の返信用封筒を使用し、平成１７年５月１５日までに送付してください。

３．回答にあたり不明な点がありましたら、お手数ですが、下記あてにお問い合わせください。

〒261-0014 千葉市美浜区若葉３丁目１－３

独立行政法人高齢・障害者雇用支援機構　障害者職業総合センター研究部門

担当：犬飼、石川、吉泉、野中

電話：043-297-9066、9065、9069 FAX ：043-297-9058 E-mail：Nonaka.Yoshihiko@jeed.or.jp

障害者雇用に係る需給の結合を促進するための方策に関する調査（企業調査）　

企業名

企業番号

所属部課名

御氏名

電話（内線）

（所在地）　　　　　　　　　　　都道府県

問い合わせ先

　この調査は、障害者雇用のミスマッチを解消するために、企業における障害者雇用

の状況を把握し、ミスマッチ解消の方策を探るためのものです。調査で得られた情報

の秘密は厳守し、この調査目的以外で使われることはありません。また企業名が公表

されることは絶対にありません。どうぞ、ありのままをお答えください。

　なお、この調査に加え、企業で働く障害者へのアンケート調査を企画しています

(平成17年５月実施予定)。その調査内容は19頁「企業で働く障害者の方を対象とす

るアンケート調査の項目」をご参照ください。

　つきましては、御社で働く障害者の方に対しアンケート調査票の配布をお願いでき

ませんでしょうか。もちろん、配布をお願いするだけで、回収のお手数をおかけする

ことはありません（回答者から直接事務局に返送いただくことになります）。

　ご協力いただける場合は、20頁に調査票の送付先及び必要部数をご記入いただき

ますようお願いいたします。障害者用の調査票は、ご指示いただいた部数分を後日お

送りいたします。

　ご多忙のところ恐縮ですが、なにとぞご協力よろしくお願い申し上げます。
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問 １． 主たる事業内容は何ですか（あてはまるものに○）。

1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12

13 14 15 16

問 ２．

1.

2.

3.

4.

問 ３．

1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

問 ４．

1.

2.

3.

4.

5.

6.

7. その他　〔　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

１．企業概要

貴社では、常用労働者数（問２の数）は３年前と比べて増えていますか、減っていますか（あ
てはまるものに○）。

金融・保険
業

不動産業
飲食店、宿
泊業

５６人～３００人

複合サービ
ス業

サービス業
（他に分類さ
れないもの）

その他

製造業
電気・ガ
ス・熱供
給・水道業

ほとんど変わらない（±５％以内の増減）。

医療、福祉

１,０００人以上

３０１人～９９９人

５５人以下

情報通信業

教育、学習
支援業

大いに増えている（20％以上の増）。

大いに減っている（20％以上の減）。

農林漁業 鉱業 建設業

運輸業

やや減っている（５～20％未満の減）。

（注）常用労働者とは、①期間を定めずに雇われている労働者、②１カ月を超える期間を定めて雇われている労働者、
③　①、②以外で最近２カ月にそれぞれ18日以上雇用された労働者、以上のいずれかに該当する労働者をいう。

貴社の常用労働者数（あてはまるものに○）

卸売・小売
業

合併や分割などのため比較できない。

特例子会社はなく、これから作ることは考えていない。

自社が特例子会社である。

やや増えている（５％～20％未満の増）。

特例子会社を作る計画はないが、興味をもっている。

特例子会社がある。

特例子会社はないが、これから作る計画がある。

グループ内に特例子会社がある。

貴社には障害者雇用率の適用に関して厚生労働大臣から認定された子会社（以下「特例子会
社」という）がありますか。また、これから特例子会社を設置する計画はありますか（あては
まるものに○）。

その他　〔　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕
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その他の障害者側の問題のため。具体的に〔　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

雇用形態をめぐり合意できなかったから

勤務時間をめぐり合意できなかったから

賃金をめぐり合意できなかったから

転勤をめぐり合意できなかったから

その他の条件面で合意できなかったから。具体的に〔　　　　　　　　　　　　　〕

職場の物理的環境が整備されていないから

上司や同僚の協力体制が整っていないから

その他企業側の問題のため。具体的に〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

その他の問題のため。具体的に〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕 

業務遂行能力に欠けるから

基礎的な能力（あいさつ、一般常識など）が不足していたから

職場実習、トライアル雇用制度などが使えないから

ジョブコーチなどの人的支援がないから

配置、能力開発など雇用管理の方法がわからないから

条
件
の
問
題

9

10

企
業
側
の
問
題

行
政
そ
の
他
の

問
題

18

22

23

20

21

助成金の支給など公的サービスが整備されていないから

公共物（道路、信号など）が整備されていないから

19

17

13

12

15

３ 基礎体力、耐性

通勤時及び職場内において健康管理・安全の面で困難があったから6

4

意欲や性格面で問題があったから

生産性が低いから3

２ 障害の種類

イ．障害者を採用したときに決め手となったこと、譲歩したことはどのようなものでしたか（あては
まるものすべてに○）。

障害の程度

番号

１

　事　由
決め手となっ
たこと

（３）採用・不採用の理由

7

5

年齢が高かったから

8

14

16

個々の障害者の能力・適性がわからないから

11

譲歩したこと

2

番号 　　　　　　　理　　由分類

仕事に必要な知識、技能、資格を有していなかったから

１０ 年齢

１１ 通勤

障
害
者
側
の
問
題

1

ロ．応募してきた障害者を採用しなかった理由はどのようなものでしたか（あてはまるものすべてに○）。

４ 業務に対する技能や知識、経験

５ 業務遂行能力

６ 作業能率

７ 意欲、態度、向上心

８ 性格、人柄

９ 協調性、コミュニケーション能力

１２ その他　〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕
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